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様式記載等の 

ポイント 

 

  

資料８ 

 

※ 掲載している様式は、文部科学省から配付されている「様式一覧」を用いています。 
※ 校種や年度、日付等は、置き換えて御参照ください。 
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 目           次  

 
 様式名 様式番号 ページ 

１ 教科用図書納入指示書（初回分） 

①②③④−１ 

ｐ３ 

２ 教科用図書納入指示書（追加分） ｐ４ 

３ 教科用図書納入指示書（転学分） ｐ５ 

４ 教科用図書納入指示書（実際に受領した後） ｐ６ 

５ 教科用図書返付指示書 ①②③④−２ ｐ７ 

６ 教科用図書給与児童(生徒)名簿 ※Excel ⑤⑥⑳⑦ ｐ８ 

７ 教科用図書受領証明書 ⑪⑫⑬⑭ ｐ９ 

８ 
教科用図書受領・給与児童生徒数 

「該当なし」報告書 
Excel 様式 ｐ１０ 

９ 教科用図書受領「該当なし」証明書 Excel 様式 ｐ１１ 

１０ 転学児童(生徒)教科用図書給与証明書 ⑧⑨㉑ ｐ１２ 

１１ 教科用図書給与児童(生徒)名簿 転学用 ⑪⑫⑬⑭ ｐ１３ 
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ステータスは「納入指示書作成中」で進める。

令和８年度は前期 ４月６日 

      後期 ９月１日 

前転・後転 その都度 

出力した「納入指示書」の「No.前期_1」の後に、手書きで「①」を

書き加えること。修正ごとに通し番号として「②、③、…」となる。 

前期_1 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

＊＊＊＊書店 ＊＊立＊＊＊小学校 
＊＊＊＊ 

印 

① 

受領欄は、記入なし・空欄 

校
長
職
印 

納入指示書作成中 

納入指示書 全校種 同様 初回分（学校作成→コピーを取次供給所へ） 

※ 

出力年月日は、作成日 
※ 

（前期の場合） 

初回分 → No.前期_1①（修正すると「No.前期_1②」「No.前期_1③」… 

自動出力（学校名） 

前転・後転については、納入期日は、作成年月日から１週間～１０日は空ける。 
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自動出力（学校名） 

ステータスは「納入指示書作成中」で進める。

出力した「納入指示書」の「No.前期_2、3、…」の後に、手書きで「①」を

書き加えること。修正ごとに通し番号として「②、③、…」となる。 

前期_2 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

＊＊＊＊書店 
＊＊立＊＊＊小学校 
＊＊＊＊ 

印 

① 

受領欄は、記入なし・空欄 

校
長
職
印 

納入指示書作成中 

納入指示書 全校種 同様 追加分（学校作成→コピーを取次供給所へ） 

（前期の場合） 

初回分   → No.前期_1①（修正すると「No.前期_1②」「No.前期_1③」… 

 

追加分１回目→ No.前期_2①（修正すると「No.前期_2②」「No.前期_2③」… 

 

追加分２回目→ No.前期_3①（修正すると「No.前期_3②」「No.前期_3③」… 

 

出力年月日は、作成日 
※ 

※ 

令和８年度は前期 ４月６日 

      後期 ９月１日 

前転・後転 その都度 
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自動出力（学校名） 

ステータスは「納入指示書作成中」で進める。

出力した「納入指示書」の「No.前期（後期）転学_1」の後に、手書きで「①」を書き加えること。 

転学については、その都度作成するため、「No.前期（後期）転学_1、2、3、…」と増えていく。 

前期転学_1 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

＊＊＊＊書店 
＊＊立＊＊＊小学校 
＊＊＊＊ 

印 

① 

受領欄は、記入なし・空欄 

校
長
職
印 

納入指示書作成中 

納入指示書 全校種 同様 
転学分（学校作成→コピーを取次供給所へ） 

出力年月日は、作成日 
※ 

※ 

前転・後転 その都度 

前期転学・後期転学のみ 

前転・後転については、納入期日は、作成年月日から１週間～１０日は空ける。 
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前期_1 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

＊＊＊＊書店 ＊＊立＊＊＊小学校 
＊＊＊＊ 

印 

① 

納入指示書作成中 

納入指示書 全校種 同様 
実際に教科書を受領した後 

（学校記入押印→原本を取次供給所へ） 

（写→教育員会へ・学校控） 

取次供給所へ送付していた原本を使用する 

学校名・校長名を記入する（ゴム印可） 
 
４月における現職の校長名を記入する。 

令和８年度前期は４月６日・後期９月１日 
     前転・後転はその都度 
※西暦・和暦どちらでも可 

印 

手書きで記入する。 

校
長
職
印 

自動出力（学校名） 

「納入指示書（No.前期_1）」だけでなく、「納入指示書（追加分）（No.前期_2、3、

…）」においても、同様に「受領欄」への記入を行う。 

令和８年度は前期 ４月６日 

      後期 ９月１日 

前転・後転 その都度 

修正版があった場合には、最新版のみ記入・押印する。 

例）No.前期_1①、No.前期_1②がある場合は、「No.前期_1②」へ記入・押印 

【前期・前期転学・後期・後期転学】共通 
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ステータスは「返付確定」となる。 

令和８年度は前期 ４月６日 

      後期 ９月１日 

※前転・後転は、返付日 

前期_1 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

＊＊＊＊書店 
＊＊立＊＊＊小学校 
＊＊＊＊ 

印 校
長
職
印 

返付確定 

西暦・和暦どちらでも可 

受領欄については、教科書を回収した取次供給所が、 
「受領欄」に記入する。 

自動出力（学校名） 

取次供給所名は手書き（ハンコ可）。 

取次供給所は忘れずに押印すること。 

返付冊数は手書きで○囲みをする。 

返付指示書 全校種 同様 （学校記入押印→取次供給所記入押印） 

（原本→教育委員会） 

（写→取次供給所控・学校控） 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

給与児童生徒名簿 全校種 同様 （原本 学校→教育委員会） 

（コピー→学校控）） 

給与児童数と給与人員の確認 

給与人員数は納入指示書－返付指示書と同数  

 

何らかの事情で給与が遅れた場合は

給与月日を手書きで備考欄に記入。 

令和８年度 給与年月日 

前期 ４月６日 

後期 ９月１日 

※教科用図書目録を参照し、給与した「種目」「記号」

「番号」が全て入力されているかを確認する。 
（多学年使用教科書についても、確認する） 

東書・三省堂 英語別冊： 
納入指示書は５年生とするが、名簿

は６年生の欄に記載すること。 

ゴム印・手書き可 
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受領証明書 全校種 同様 （原本 学校→取次供給所） 

（コピー→学校控・教育委員会） 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 

（株）福島県教科用図書書販売所 

自動出力（学校名） 

総冊数は、次のとおり一致する。 

 

受領証明書明細表＝納入指示書-返付指示書＝教科用図書給与児童生徒名簿  
 

確認後、学校又は教育委員会及び取次供給所

お互いの確認印を押印。 

納入指示書（追加も含む）に入力されていれば明細表にも自動で表示される。 

自動出力（実施機関名） 
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教科用図書受領・給与児童生徒数「該当なし」報告書 

実施機関作成 （原本を教委→教育事務所・学校→県教育委員会） 

（コピー→教委・学校控） 

印 

前期転学用、後期転学について該当がな

い場合は、作成してください。 
令和８年度       

前期転学 ９月１日以降             

後期転学 ３月１日以降 の日付 

記入する。 

○で囲む。 
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教科用図書受領「該当なし」証明書 

実施機関作成 （原本を教委・学校→各取次供給所へ） 

（コピー→教委・学校控） 

特約供給所名 

前期転学用、後期転学について該当がな

い場合は、作成してください。 

印 

令和８年度       

前期転学 ９月１日以降             

後期転学 ３月１日以降 の日付 

記入する。 

○で囲む。 
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転学児童(生徒)教科用図書給与証明書 各校種 同様 

（原本→転出学校→転学先学校）  

（コピー→①転出学校控 ②転学先学校→教育委員会） 

印 

校
長
職
印 

多学年使用教科書については、新システムの作成画面にお

いて、漏れのないようにチェックすること。 

転出先学校名入力。転出先不明の場合

「転出先＊＊学校長殿」と入力。 

20＊＊年＊＊月 ＊＊日 ＊＊立＊＊学校長 殿 

＊＊立＊＊＊小学校長 ＊＊＊＊ 
個人情報は新システムに保持されない 

又は 転出先＊＊学校長殿 
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在籍発生日 

実際に児童生徒へ給与した年月日 

多学年使用教科書についても、漏れがない

ように記載すること。 

給与証明書があれば「転学児童生徒教科用図書給与証

明書の通り」と入力して証明書を添付する。 

無い場合は教科用図書の記号・番号を入力する。 

教科用図書給与児童(生徒)名簿 転学用 各校種 同様 

（原本 学校→教育委員会  コピー→学校控）  


